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第１章 中間評価の趣旨 
 

１ 中間評価の目的 

  鎌倉市、逗子市及び葉山町（以下「２市１町」という。）は、平成 28 年（2016 年）５月

に、鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化検討協議会を設置し、同年７月には２市１町

におけるごみ処理広域化に関する「覚書」を締結してごみ処理の広域連携の検討を進め、

令和２年（2020 年）８月に「鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化実施計画」（以下「実

施計画」という。）を策定しました。 

  実施計画の計画期間は、令和２年度(2020 年度)から令和 11 年度(2029 年度)までの 10

年間としており、第Ⅰ期が令和６年度（2024 年度）で最終年度となることから、本中間評

価は計画に掲げた各施策の取り組み状況を評価するとともに、第Ⅱ期(令和７年度(2025 年

度)から令和 11 年度(2029 年度)まで)の計画の推進に生かすことを目的とします。 

 

２ 計画の目的及び位置づけ 

  実施計画は、国及び神奈川県の考えに基づき、２市１町における今後のごみ処理の広域

的な取組についての基本的な方向性を示すために策定したものです。 

  実施計画の位置づけは、図１に示すとおりです。 

  
図１ 実施計画の位置づけ 

（注）ごみ処理広域化の取組は、神奈川県ごみ処理広域化計画における取組を引き継ぎ、「神奈

川県循環型社会づくり計画」に位置づけて推進しています。 

 

 

 

 

 

 

国

鎌倉市・逗子市・葉山町

ごみ処理広域化実施計画
各市町一般廃棄物処理基本計画

神奈川県循環型社会づくり計画

神奈川県災害廃棄物処理計画

環境基本法・計画

循環型社会形成推進基本法・計画

個別リサイクル法・基本方針

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

循環型社会形成推進地域計画

神奈川県ごみ処理広域化計画（注参照）

県

鎌倉市・逗子市・葉山町
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第２章 鎌倉市・逗子市・葉山町のごみ処理の現状等 
 

１ ごみ処理の概要 

  ２市１町のごみ処理の概要は、次に示すとおりです。 

（１）ごみの分別区分 

  ア 鎌倉市 

    鎌倉市のごみの分別区分は、表 2.1 に示すとおりです。 

鎌倉市は、家庭系ごみの収集を全て委託化しました。また、ごみ処理体制の変更に

伴い、令和６年（2024 年）10 月から粗大ごみ等については、原則全量を戸別に収集

する制度に切り替えました。 

表 2.1 鎌倉市のごみの分別区分 

  
 

 
※   は変更箇所 

 

広域化実施計画策定時（令和２年(2020年)８月）

収集主体 収集方法 収集回数 排出方法

直営・委託 週２回 有料袋（指定収集袋）

直営・委託 月１回 有料袋（指定収集袋）

委託 週１回 透明・半透明袋

直営・委託 月１回 透明・半透明袋

委託 週１回 紙袋

委託 週１回 結束

委託 週１回 結束

委託 週１回 結束

委託 週１回 結束・紙袋（ボール紙のみ）

委託 週１回 結束

委託 週１回 透明・半透明袋

直営・委託 週１回 透明・半透明袋、結束

直営・委託 週１回 透明・半透明袋

委託 週１回 コンテナ

直営・委託 月１回 透明・半透明袋、紙包

直営・委託 月１回 ペットボトル

分別区分

家
庭
系

収
集

燃やすごみ

ステーション

使用済み食用油

ステーション・拠
点回収

雑誌・古本

ボール紙・クラフト紙

燃えないごみ

容器包装プラスチック

製品プラスチック

ミックスペーパー

紙パック

新聞紙

布類

ステーション

植木剪定材

ペットボトル

飲食用カン・ビン

危険・有害ごみ

段ボール

粗大ごみ・臨時ごみ 直営
自ら運搬又は戸
別収集（予約制）

随時 ―

紙類

植木剪定材

布類

事業系

燃やすごみ
事業者による自己搬入または
一般廃棄物収集運搬業許可
業者への自主委託

随時 ―

令和７年(2025年)３月31日時点

収集主体 収集方法 収集回数 排出方法

委託 週２回 有料袋（指定収集袋）

委託 月１回 有料袋（指定収集袋）

委託 週１回 透明・半透明袋

委託 月１回 透明・半透明袋

委託 週１回 紙袋

委託 週１回 結束

委託 週１回 結束

委託 週１回 結束

委託 週１回 結束・紙袋（ボール紙のみ）

委託 週１回 結束

委託 週１回 透明・半透明袋

委託 週１回 透明・半透明袋、結束

委託 週１回 透明・半透明袋

委託 週１回 コンテナ

委託 月１回 透明・半透明袋、紙包

委託 月１回 ペットボトル

分別区分

飲食用カン・ビン

ペットボトル

植木剪定材

布類

ミックスペーパー

新聞紙

紙パック

燃えないごみ

段ボール

容器包装プラスチック

家
庭
系

収
集

粗大ごみ

製品プラスチック

燃やすごみ

―随時

ステーション

随時 ―
紙類

布類

ステーション

ステーション・
拠点回収

事業系
事業者による自己搬入ま
たは一般廃棄物収集運搬
業許可業者への自主委託

燃やすごみ

雑誌・古本

ボール紙・クラフト紙

使用済み食用油

委託
戸別収集
（予約制）

危険・有害ごみ

植木剪定材
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  イ 逗子市 

逗子市のごみの分別区分は、表 2.2 に示すとおりです。 

逗子市は、実施計画策定時から分別区分等に変更ありません。 

 

表 2.2 逗子市のごみの分別区分 

 

令和７年(2025年)３月31日時点

収集主体 収集方法 収集回数 排出方法

燃やすごみ 直営・委託 週２回 指定袋（有料）

不燃ごみ 委託 週１回 指定袋（有料）

危険有害ごみ 委託 ２週１回 透明・半透明袋

ペットボトル 委託 週１回 透明・半透明袋

容器包装プラスチック 直営・委託 週１回 透明・半透明袋

あきびん 委託 ２週１回 透明・半透明袋

草・葉・植木ごみ 委託 ２週１回 透明・半透明袋

小型家電 委託 ２週１回 透明・半透明袋

粗大ごみ 直営 戸別 随時 証紙貼付

新聞 結束

雑誌 結束

段ボール 結束

飲料用紙パック 結束

ミックスペーパー 紙袋

布類 透明・半透明袋

アルミ缶 透明・半透明袋

スチール缶 透明・半透明袋

家庭金物 透明・半透明袋

廃インクカートリッジ 直営

廃蛍光管

水銀式体温計

廃食用油

あきびん

乾電池・小型充電式電池
ＣＤ・ＤＶＤ類

事業系
事業者による自己搬入または一般廃棄物収集運搬
業許可業者への自主委託

随時 ―

週１回
（地区に
より異な
る場合
有）

拠
点
回
収

拠点 随時 回収ボックス
委託

分別区分

収
集

家
庭
系

集
団
回
収

登録業者 ステーション

ステーション
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ウ 葉山町 

  葉山町のごみの分別区分は、表 2.3 に示すとおりです。 

葉山町は令和７年（2025 年）３月からの家庭系生ごみの分別収集開始に伴い、燃

やすごみの収集回数変更及び分別区分に生ごみが追加されています。 

  その他、スプレー缶・ガスボンベ及びライターが分別区分として増え、燃やすごみ、

生ごみ、容器包装プラスチックが一部委託収集となっています。 

 

表 2.3 葉山町のごみの分別区分 

  
 

 
     ※   は変更箇所 

広域化実施計画策定時（令和２年(2020年)８月）

収集主体 収集方法 収集回数 排出方法

燃やすごみ 直営 週２回 透明・半透明の袋

容器包装プラスチック 直営 週１回 透明・半透明の袋

プラスチックごみ 直営 月１回 透明・半透明の袋

ペットボトル 委託 月２回 コンテナに入れる

透明びん 委託 月２回 コンテナに入れる

茶色びん 委託 月２回 コンテナに入れる

その他の色のビン 委託 月２回 コンテナに入れる

白色トレイ 委託 月２回 コンテナに入れる

廃食油 委託 月２回 フタ付き容器に入れる

埋立ごみ 委託 月１回 コンテナに入れる

小型電気製品 委託 月１回 コンテナに入れる

乾電池 委託 月１回 コンテナに入れる

蛍光管・電球 委託 月１回 コンテナに入れる

草木類 直営 週１回 透明・半透明の袋

粗大ごみ 直営 戸別/直接搬入 随時申込/搬入 ―

新聞、雑誌、ダンボール

紙パック

ミックスペーパー

アルミ缶・スチール缶

金属製調理器具

その他金属類

古布・衣類

分別区分

家
庭
系

収
集

戸別

ステーション

事業系
事業者による自己搬入または一般廃棄物収集運搬業
許可業者への自主委託

随時 ―

集
団
回
収

登録業者 ステーション 週１回 コンテナに入れる

令和７年(2025年)３月31日時点

収集主体 収集方法 収集回数 排出方法

燃やすごみ 直営・委託 週１回 透明・半透明の袋

生ごみ 直営・委託 週２回 透明・半透明の袋

容器包装プラスチック 直営・委託 週１回 透明・半透明の袋

プラスチックごみ 直営 月１回 透明・半透明の袋

ペットボトル 委託 月２回 コンテナに入れる

透明びん 委託 月２回 コンテナに入れる

茶色びん 委託 月２回 コンテナに入れる

その他の色のビン 委託 月２回 コンテナに入れる

白色トレイ 委託 月２回 コンテナに入れる

廃食油 委託 月２回 フタ付き容器に入れる

埋立ごみ 委託 月１回 コンテナに入れる

小型電気製品 委託 月１回 コンテナに入れる

乾電池 委託 月１回 コンテナに入れる

蛍光管・電球 委託 月１回 コンテナに入れる

スプレー缶・カセットボンベ 委託 月１回 コンテナに入れる

ライター 委託 月１回 コンテナに入れる

草木類 直営 週１回 透明・半透明の袋

粗大ごみ 直営 戸別/直接搬入 随時申込/搬入 ―

新聞、雑誌、ダンボール

紙パック

ミックスペーパー

アルミ缶・スチール缶

金属製調理器具

その他金属類
古布・衣類

週１回 コンテナに入れる

事業系
事業者による自己搬入または一般廃棄物収集運
搬業許可業者への自主委託

随時 ―

分別区分

家
庭
系

収
集

集
団
回
収

戸別

ステーション

登録業者 ステーション
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（２）中間処理施設の整備状況 

   ２市１町の中間処理施設の設置状況は、表 2.4 に示すとおりです。また、中間処理施

設の位置は、図 2.1 に示すとおりです。 

   

表 2.4 中間処理施設の整備状況 

 
 

 

 

 

広域化実施計画策定時（令和２年（2020年）８月）

規模(t/日) 稼動開始年度 規模(t/日) 稼動開始年度 規模(t/日) 稼動開始年度

150 S57.2 140 S56.11 40(※2) S52.4(※2)
破砕施設 100(※1) S57.2 - - - -
圧縮施設 20(※1) S57.2 - - - -
併用施設 - - 30 S54.6 10 S53.4
カン・ビン 20 H9.4 - - - -
ミックスペーパー 20 H9.4 - - - -
ペットボトル - - 1.25 H11.11 - -
容器包装プラスチック - - 16.8 R2.4 - -
植木剪定枝 - - 3.75 H22.9 - -

粗大ごみ
処理施設

鎌倉市 逗子市 葉山町

焼却施設

資源化施設

　(※1）鎌倉市の破砕施設及び圧縮施設の規模は名越クリーンセンターと今泉クリーンセンターの合計規模
　(※2）葉山町の焼却施設は、平成22年（2010年）に焼却を停止

令和７年(2025年)３月31日時点

規模(t/日) 稼動開始年度 規模(t/日) 稼動開始年度 規模(t/日) 稼動開始年度

廃止(※１) - 140 S56.11 廃止(※２) -

破砕施設 50(※１) S55.3(※１) - - - -

圧縮施設 10(※１) S55.3(※１) - - - -

併用施設 - - 30 S54.6 廃止(※２) -

カン・ビン 20 H9.4 - - - -

ミックスペーバー 20 H9.4 - - - -

ペットボトル - - 1.25 H11.11 - -

容器包装プラスチック - - 16.8 R2.4 - -

植木剪定枝 - - 稼働停止（※３） - - -

生ごみ - - - - 10 （※４）

　(※２）葉山町の焼却施設、粗大ごみ処理施設は令和４年度（2022年度）に廃止

　(※４）葉山町の生ごみ資源化処理施設は現在建設中

資源化施設

　(※１）令和７年（2025年）３月名越クリーンセンターの廃止に伴い、今泉クリーンセンターの規模及び稼働開始年度を記載

　(※３）平成30年（2018年）１月から稼働停止

粗大ごみ
処理施設

鎌倉市 逗子市 葉山町

焼却施設
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図 2.1 ２市１町の中間処理施設の位置図 

 

 

（３）最終処分場の整備状況 

   最終処分場の整備状況は、表 2.5 に示すとおりで、逗子市のみが最終処分場を整備し

ていますが、最終処分場の残余容量が少なくなってきていることから、焼却残さの処理

については、平成 26 年度(2014 年度)から市外の民間事業者に委託しています。 

なお、鎌倉市及び葉山町は埋立可能な最終処分場を設置せず、焼却残さの処理は、市

外の民間事業者に委託しています。 

なお、実施計画策定時からの変更はありません。 

 

表 2.5 最終処分場の整備状況 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

埋立開始 埋立地面積（ｍ
2
） 埋立地容量（ｍ

3
）

逗子市 平成5年(1993年)6月 7,950 55,892

名越クリーンセンター 
（令和７年（2025 年）３月廃止） 

・資源化施設 

（カン・ビン、ミックスペーパー） 

・焼却施設（※令和７年（2025 年）３月廃止） 

・粗大ごみ処理施設（破砕施設・圧縮施設） 

 （※令和７年（2025 年）３月廃止） 

・焼却施設 

・粗大ごみ処理施設（併用施設） 

・資源化施設 
（ペットボトル、容器包装プラスチック） 

（植木剪定枝 ※平成 30 年（2018 年）１月稼働停止） 

葉山町クリーンセンター 

・粗大ごみ処理施設（併用施設）（※令和４年（2022 年）９月廃止） 

・資源化施設（生ごみ）※建設中 

鎌倉市 

笛田リサイクルセンター 

逗子市環境クリーンセンター 

今泉クリーンセンター 

・可燃ごみ中継施設 

・粗大ごみ処理施設（破砕施設・圧縮施設） 

逗子市 

葉山町 
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（４）ごみ処理の流れ 

  ア 鎌倉市 

    鎌倉市のごみ処理の流れは、図 2.2 に示すとおりです。 

    令和７年（2025 年）１月に名越クリーンセンターでの焼却を停止し、家庭系燃や

すごみは逗子市既存焼却施設を中心に、他自治体及び民間事業者にて処理していま

す。粗大ごみは、令和６年（2024 年）10 月から民間事業者にて選別及び処理等を

行っています。 

     

  
図 2.2 鎌倉市のごみ処理の流れ  

令和７年１月まで

ごみ分別区分 処理・処分

令和７年１月から

令和６年９月まで

令和６年10月から

植木剪定材受入事業場

植木剪定材

ペットボトル

容器包装プラスチック

新聞、段ボール、雑誌、

古本、ボール紙、

紙パック、布類

積替・保管 資源化

飲食用カン・ビン

ミックスペーパー

選別・圧縮

圧縮・梱包

資源化

資源化

笛田リサイクルセンター

圧縮・梱包 資源化

圧縮・梱包 資源化

圧縮･梱包 資源化

民間事業者

収

集

粗大ごみ 資源化（溶融固化含む）選別・分解・解体

燃えないごみ

危険・有害ごみ

製品プラスチック

使用済み食用油

保管・解体等

保管

保管

資源化・焼却（サーマル
リサイクル）

資源化

資源化

資源化（溶融固化含む）

保管

坂ノ下積替所

燃やすごみ

資源化（溶融固化）

環境センター
（今泉）

保管

逗子市環境
クリーンセンター
他自治体施設
民間事業者

焼却

粗大ごみ 破砕・焼却 資源化（溶融固化）

保管・解体等 資源化

名越クリーンセンター

今泉クリーンセンター

民間事業者

燃やすごみ
資源化（溶融固化）

環境センター
（名越）

焼却
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イ 逗子市 

    逗子市のごみ処理の流れは、図 2.3 に示すとおりです。 

    焼却残渣の資源化を焼成及び溶融固化で行っていましたが、令和６年（2024 年）

４月から溶融固化により資源化を行っています。 

 

 
図 2.3 逗子市のごみ処理の流れ  

ごみ分別区分 処理・処分

燃やすごみ

草・葉・植木ごみ

（植木剪定枝）

不燃ごみ

小型家電

危険有害ごみ

粗大ごみ

あきびん

容器包装プラスチック

ペットボトル

家庭金物

スチール缶

アルミ缶

新聞

雑誌

段ボール

飲料用紙パック

ミックスペーパー

布類

焼却

保管・資源化

破砕・焼却

破砕・焼却

保管

保管

資源化

圧縮・梱包

圧縮・梱包

環境クリーンセンター

資源化

資源化

資源化

資源化

資源化

資源化（溶融固化・焼成）、埋立

資源化

資源化

資源化
集団回収（資源回収業者回収）

保管

廃インクカートリッジ

廃蛍光管

水銀式体温計

あきびん

乾電池・小型充電式電池

CD・DVD類

廃食用油

保管

保管

保管

保管

保管

保管

保管

資源化

資源化

資源化

資源化

資源化

資源化

資源化

収

集

拠

点

回

収

集

団

回

収

資源化（溶融固化）、埋立

令和６年３月まで

令和６年４月から
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 ウ 葉山町 

葉山町のごみ処理の流れは、図 2.4 に示すとおりです。 

    燃やすごみは平成 30 年度（2018 年度）から、容器包装プラスチックは令和２年度

（2020 年度）から逗子市で処理を行っています。 

    また、生ごみの分別収集を令和７年（2025 年）３月から開始しています。 

 

 

図 2.4 葉山町のごみ処理の流れ 

　※再整備工事完了後は、葉山町クリーンセンターで生ごみを処理

ごみ分別区分 処理・処分

燃やすごみ

埋立ごみ

プラスチックごみ

容器包装プラスチック

白色トレイ

粗大ごみ

ペットボトル

びん

乾電池・ライター

蛍光管・電球・スプレー缶

・カセットボンベ

草木類

廃食油

小型電気製品

缶類

金属類

古紙類

古布類

焼却

中間処理

保管 焼却（サーマルリサイクル）

保管

保管

資源化

保管

保管

集団回収（資源回収業者回収）

資源化

資源化

資源化

資源化

資源化（溶融固化・焼成）、埋立

埋め立て

資源化

逗子環境クリーンセンター

圧縮・梱包

保管

保管

保管

保管

資源化

資源化

資源化

資源化

葉山町クリーンセンター

中間処理 資源化・焼却・埋立

集

団

回

収

収

集

生ごみ 保管※ 資源化
令和７年３月から

資源化（溶融固化）、埋立

令和６年３月まで

令和６年４月から
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２ 資源物とごみの総排出量の推移 

  平成 24 年度(2012 年度)から令和５年度(2023 年度)までの資源物とごみの総排出量の

推移及び各市町の資源物とごみの総排出量の内訳は、次に示すとおりです。 

（１）鎌倉市 

鎌倉市の資源物とごみの総排出量の推移は、表2.6、図2.5及び次に示すとおりです。 

ア 家庭系資源物とごみ 

鎌倉市の資源物とごみの総排出量全体は、減少傾向にあります。 

家庭系資源物とごみは、平成 27 年(2015 年)４月に燃やすごみと燃えないごみの有

料化を実施したことにより、排出量が大幅に減少しました。コロナ禍の影響で、令和

２年度（2020 年度）には前年度比で約 5,000ｔ増加しましたが、令和５年度（2023 年

度）にはコロナ禍以前よりも減少しています。 

イ 事業系資源物とごみ 

事業系資源物とごみは、平成 25 年(2013 年)１月からごみ投入検査機を導入（今泉

クリーンセンター中継機能の継続利用に伴い、令和６年（2024 年）10 月に撤去）す

るとともに、平成 28 年(2016 年)７月から廃棄物発生抑制等啓発指導員を配置して、

排出事業者及び搬入事業者に対して指導を行うことにより大幅に減少しました。令

和元年度（2019 年度）以降はコロナ禍の影響に加え、令和５年（2023 年）４月に事

業系植木剪定材の処理手数料を値上げしたことで減少し、令和５年度（2023 年度）

には過去 12 年間で最少の排出量となりました。 

 

表 2.6 鎌倉市の資源物とごみの総排出量の推移 

 
 

 
図 2.5  鎌倉市の資源物とごみの総排出量の推移 

（t/年）

年度
平成24年度
(2012年度)

平成25年度
(2013年度)

平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

家庭系資源物と
ごみ（収集）

48,797 48,779 49,647 46,471 47,831 42,943

事業系資源物と
ごみ（持込み）

18,706 17,225 17,275 17,198 17,577 16,803

合計 67,503 66,004 66,922 63,669 65,408 59,746

（t/年）

年度
平成30年度
(2018年度)

令和元年度
(2019年度)

令和２年度
(2020年度)

令和３年度
(2021年度)

令和４年度
(2022年度)

令和５年度
(2023年度)

家庭系資源物と
ごみ（収集）

41,962 40,172 45,273 43,268 41,208 40,274

事業系資源物と
ごみ（持込み）

16,661 17,951 15,198 15,325 15,571 13,620

合計 58,623 58,123 60,471 58,593 56,779 53,894
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（２）逗子市 

逗子市の資源物とごみの総排出量の推移は、表2.7、図2.6及び次に示すとおりです。 

ア 家庭系資源物とごみ(収集) 

家庭系資源物とごみ（収集）は、平成 27 年(2015 年)10 月に家庭ごみ処理（燃やす

ごみ及び不燃ごみ）の有料化と分別区分の細分化を行い、平成 28 年度（2016 年度）

は平成 26 年度（2014 年度）に比べ約 2,700ｔ（20.0％）減少しました。 

その後、減少した状況が続いていましたが、コロナ禍の影響で令和２年度（2020 年

度）には一時的に排出量が増加しました。令和３年度（2021 年度）以降は減少傾向

となっています。 

イ 家庭系資源物(集団回収) 

家庭系資源物(集団回収)は、平成 27 年(2015 年)10 月から家庭ごみ処理の有料化

と分別区分の細分化に伴い、資源物分別の徹底が進み、増加傾向に転じました。令和

２年度（2020 年度）には、コロナ禍の影響を受け排出量が増加しましたが、令和３

年度（2021 年度）以降は紙類の総排出量が減少傾向となっています。 

ウ 事業系資源物とごみ（持込み） 

事業系資源物とごみ（持込み）は、横ばいが続いていましたが、令和２年度（2020

年度）以降は、コロナ禍の影響により減少傾向にあります。令和５年度（2023 年度）

は、過去 12 年間で最少の排出量となりました。 

 

表 2.7  逗子市の資源物とごみの総排出量の推移 

 
 

 
図 2.6  逗子市の資源物とごみの総排出量の推移 

（t/年）

年度
平成24年度
(2012年度)

平成25年度
(2013年度)

平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

家庭系資源物と
ごみ（収集）

13,766 13,611 13,328 12,432 10,657 10,652

家庭系資源物
（集団回収）

2,504 2,443 2,426 3,079 3,390 3,392

事業系資源物と
ごみ（持込み）

3,985 4,185 4,434 4,697 4,694 4,574

合計 20,255 20,239 20,188 20,208 18,741 18,618

（t/年）

年度
平成30年度
(2018年度)

令和元年度
(2019年度)

令和２年度
(2020年度)

令和３年度
(2021年度)

令和４年度
(2022年度)

令和５年度
(2023年度)

家庭系資源物と
ごみ（収集）

10,547 10,925 11,314 10,921 10,620 10,129

家庭系資源物
（集団回収）

3,190 3,153 3,284 3,115 2,931 2,754

事業系資源物と
ごみ（持込み）

4,478 4,460 4,052 4,176 4,114 3,782

合計 18,215 18,538 18,650 18,212 17,665 16,665
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（３）葉山町 

葉山町の資源物とごみの総排出量の推移は、表2.8、図2.7及び次に示すとおりです。 

ア 家庭系資源物とごみ(収集) 

葉山町では、平成 26 年(2014 年)６月から実施した戸別収集と資源ステーション回

収により、家庭系資源物とごみ（収集）は約 2,300ｔ減少し、その後は横ばいが続い

ておりましたが、令和元年度（2019 年度）は前年度に比べ 433ｔ増加し、さらに令和

２年度（2020 年度）には 237ｔの増加となりました。 

この背景には、新型コロナウイルスの影響により、外出自粛やテレワークの普及に

より、一時的に増加したことが考えられます。 

イ 家庭系資源物(集団回収) 

家庭系資源物(集団回収)は、平成 26 年(2014 年)６月から紙類、金属類、布類の集

団回収を始めて以来、横ばいが続いています。 

ウ 事業系資源物とごみ(持込み） 

事業系資源物とごみ(持込み)は、大きな変動がなく横ばいが続いていましたが、令

和元年度（2019 年度）及び令和２年度（2020 年度）に新型コロナウイルスの影響に

より家庭系資源物とごみ（収集）が増加した一方、若干減少となっています。 

 

表 2.8 葉山町の資源物とごみの総排出量の推移 

 
 

 
図 2.7  葉山町の資源物とごみの総排出量の推移 

（t/年）

年度
平成24年度
(2012年度)

平成25年度
(2013年度)

平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

家庭系資源物と
ごみ（収集）

9,970 9,677 7,408 7,120 7,008 7,071

家庭系資源物
（集団回収）

394 552 1,705 1,879 1,818 1,799

事業系資源物と
ごみ（持込み）

2,576 2,329 2,604 2,586 2,586 2,587

合計 12,940 12,558 11,717 11,585 11,412 11,457

（t/年）

年度
平成30年度
(2018年度)

令和元年度
(2019年度)

令和２年度
(2020年度)

令和３年度
(2021年度)

令和４年度
(2022年度)

令和５年度
(2023年度)

家庭系資源物と
ごみ（収集）

6,924 7,357 7,594 7,021 6,709 6,440

家庭系資源物
（集団回収）

1,753 1,806 1,822 1,726 1,648 1,620

事業系資源物と
ごみ（持込み）

2,336 2,291 1,995 2,005 2,278 2,112

合計 11,013 11,454 11,411 10,752 10,635 10,172
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（４）２市１町 

２市１町のごみ排出量の推移は、表 2.9、図 2.8 及び次に示すとおりです。 

家庭系資源物とごみ及び事業系資源物とごみは、コロナ禍の影響で一時的な変動は

ありましたが、各市町とも減少傾向にあります。 

集団回収は、平成 26 年度（2014 年度）以降増加傾向にありましたが、令和２年度

（2020 年度）以降減少傾向に転じています。 

また、２市１町全体の資源物とごみの総排出量に占める各市町の割合は、表 2.10、

図 2.9 に示すとおりで、おおよそ鎌倉市７割、逗子市２割、葉山町１割となっていま

す。 

   なお、各市町の資源物とごみの総排出量の内訳は、表 2.11 から表 2.13、２市１町全

体の資源物のごみの総排出量の内訳は、表 2.14 に示すとおりです。 

 

表 2.9 ２市１町の資源物とごみの総排出量の推移 

 
 

 
図 2.8  ２市１町の資源物とごみの総排出量の推移 

 

 

（t/年）

年度
平成24年度
(2012年度)

平成25年度
(2013年度)

平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

家庭系資源物と
ごみ（収集）

72,533 72,067 70,383 66,023 65,496 60,666

家庭系資源物
（集団回収）

2,898 2,995 4,131 4,958 5,208 5,191

事業系資源物と
ごみ（持込み）

25,267 23,739 24,313 24,481 24,857 23,964

合計 100,698 98,801 98,827 95,462 95,561 89,821

（t/年）

年度
平成30年度
(2018年度)

令和元年度
(2019年度)

令和２年度
(2020年度)

令和３年度
(2021年度)

令和４年度
(2022年度)

令和５年度
(2023年度)

家庭系資源物と
ごみ（収集）

59,433 58,454 64,181 61,210 58,537 56,843

家庭系資源物
（集団回収）

4,943 4,959 5,106 4,841 4,579 4,374

事業系資源物と
ごみ（持込み）

23,475 24,702 21,245 21,506 21,963 19,514

合計 87,851 88,115 90,532 87,557 85,079 80,731
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表 2.10  ２市１町の資源物とごみの総排出量に占める各市町の割合の推移 

 
  

 

 

 
図 2.9 ２市１町の資源物とごみの総排出量に占める各市町の排出量の推移 

 

 

 

（t/年）

年度
平成24年度
(2012年度)

平成25年度
(2013年度)

平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

鎌倉市 67,503 66,004 66,922 63,669 65,408 59,746
（割合％） (67.0) (66.8) (67.7) (66.7) (68.4) (66.5)
逗子市 20,255 20,239 20,188 20,208 18,741 18,618

（割合％） (20.1) (20.5) (20.4) (21.2) (19.6) (20.7)
葉山町 12,940 12,558 11,717 11,585 11,412 11,457

（割合％） (12.9) (12.7) (11.9) (12.1) (11.9) (12.8)
合計 100,698 98,801 98,827 95,462 95,561 89,821

（割合％） (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0)
（t/年）

年度
平成30年度
(2018年度)

令和元年度
(2019年度)

令和２年度
(2020年度)

令和３年度
(2021年度)

令和４年度
(2022年度)

令和５年度
(2023年度)

鎌倉市 58,623 58,123 60,471 58,593 56,779 53,894
（割合％） (66.7) (66.0) (66.8) (66.9) (66.7) (66.8)
逗子市 18,215 18,538 18,650 18,212 17,665 16,665

（割合％） (20.7) (21.0) (20.6) (20.8) (20.8) (20.6)
葉山町 11,013 11,454 11,411 10,752 10,635 10,172

（割合％） (12.5) (13.0) (12.6) (12.3) (12.5) (12.6)
合計 87,851 88,115 90,532 87,557 85,079 80,731

（割合％） (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0)
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３ 発生原単位 

平成 24 年度(2012 年度)から令和５年度（2023 年度）までの１人１日当たりの排出量

（以下「発生原単位」という。）の推移は、表 2.15、図 2.10 及び次に示すとおりです。 

（１）鎌倉市 

鎌倉市の発生原単位は、平成 24 年度（2012 年度）は 1,062g/人・日で、令和５年度

（2023 年度）は 858g/人・日となっており、減少傾向にあります。 

（２）逗子市 

逗子市の発生原単位は、平成 24 年度（2012 年度）は 910g/人・日で、令和５年度（2023

年度）は 771g/人・日となっており、減少傾向にあります。 

（３）葉山町 

葉山町の発生原単位は、平成 24 年度（2012 年度）は 1,080g/人・日で、令和５年度

（2023 年度）は 893g/人・日となっており、減少傾向にあります。 

 

表 2.15  発生原単位の推移 

  
 

 
図 2.10  発生原単位の推移

（g/人日）

平成24年度
(2012年度)

平成25年度
(2013年度)

平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

家庭系 768 770 784 734 760 683
事業系 294 272 273 272 279 267

計 1,062 1,042 1,057 1,005 1,040 950
家庭系 731 723 711 701 636 637
事業系 179 188 200 212 212 207

計 910 911 911 914 848 844
家庭系 865 861 769 766 753 760
事業系 215 196 220 220 221 222

計 1,080 1,057 988 986 974 982
神奈川県（平均） 923 907 894 884 872 859

（g/人日）

平成30年度
(2018年度)

令和元年度
(2019年度)

令和２年度
(2020年度)

令和３年度
(2021年度)

令和４年度
(2022年度)

令和５年度
(2023年度)

家庭系 667 637 718 686 655 641
事業系 265 285 241 243 247 217

計 932 922 959 929 902 858
家庭系 626 642 666 641 623 596
事業系 204 203 185 191 189 175

計 830 845 851 832 812 771
家庭系 746 790 815 757 730 708
事業系 201 198 173 173 199 185

計 947 988 987 930 928 893
神奈川県（平均） 846 848 836 818 799 768
※計は端数により一致しない場合があります。
出典：神奈川県一般廃棄物処理事業の概要

鎌倉市

逗子市

葉山町

鎌倉市

逗子市

葉山町



 

20 

４ 資源化の状況 

  平成24年度(2012年度)から令和５年度（2023年度）までの資源化率の推移は、表2.16、

図 2.11 及び次に示すとおりです。 

（１）鎌倉市 

鎌倉市の資源化率は、平成 24 年度（2012 年度）は 48.1％で、令和５年度（2023 年

度）は 58.7％となっており、増加傾向にあります。 

（２）逗子市 

逗子市の資源化率は、平成 24 年度（2012 年度）（28.0％）から平成 28 年度(2016 年

度)（47.6%） にかけて増加傾向にありましたが、その後はほぼ横ばいの状況で、令和

５年度(2023 年度)は 44.9％となっています。 

（３）葉山町 

葉山町の資源化率は、平成 24 年度（2012 年度）（36.1％）から平成 27 年度（2015 年

度）（43.8%）にかけて増加し、平成 29 年度（2017 年度）までは横ばいの状況が続きま

したが、再度平成 30 年度（2018 年度）に増加し、その後は横ばいの状況で、令和５年

度（2023 年度）は 49.7％となっています。 

 

表 2.16  資源化率の推移 

    
 

 
図 2.11 資源化率の推移 

 

（％）

平成24年度
(2012年度)

平成25年度
(2013年度)

平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

鎌倉市 48.1 48.8 48.5 48.7 47.9 52.0
逗子市 28.0 28.2 39.1 43.0 47.6 47.4
葉山町 36.1 36.1 42.2 43.8 43.9 44.3
県平均 24.8 25.3 25.7 25.2 24.8 24.4

（％）

平成30年度
(2018年度)

令和元年度
(2019年度)

令和２年度
(2020年度)

令和３年度
(2021年度)

令和４年度
(2022年度)

令和５年度
(2023年度)

鎌倉市 52.5 52.6 53.2 52.8 56.7 58.7
逗子市 46.4 47.5 48.1 46.6 45.9 44.9
葉山町 49.8 50.5 51.2 50.6 49.6 49.7
県平均 24.3 24.1 24.9 24.7 24.4 24.2

出典：神奈川県一般廃棄物処理事業の概要
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５ ごみ組成 

  各市町の収集可燃ごみの組成（湿物）は、次に示すとおりです。 

（１）鎌倉市 

   鎌倉市の収集可燃ごみの組成（湿物）割合は、表 2.17 及び図 2.12 に示すとおりで

す。 

   最も割合の多い厨芥類（生ごみ）が 48.8％から 40.6％と減少し、布類が 4.6％から

8.2％に増加しています。そのほかの紙類、合成樹脂類等は、大きな変化はありません。 

 

 

表 2.17  鎌倉市の収集可燃ごみ組成（湿物） 

    
 

 
 

 
図 2.12  鎌倉市の収集可燃ごみ組成

（％）
平成29年度 令和５年度
（2017年度） （2023年度）

紙類 25.7 25.4
布類 4.6 8.2
合成樹脂類 10.6 11.4
木・竹・わら類 3.6 2.7
厨芥類（生ごみ） 48.8 40.6
不燃物類 1.0 0.7
その他 5.7 11.0
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（２）逗子市 

   逗子市の収集可燃ごみの組成（湿物）割合は、表 2.18 及び図 2.13 に示すとおりで

す。 

   割合の多い厨芥類（生ごみ）は 43.3％から 32.3％と減少し、合成樹脂類が 15.1％か

ら 24.5％、布類が 4.7％から 7.4％と増加しています。 

 

 

表 2.18  逗子市の収集可燃ごみ組成（湿物） 

    
 

 
 

 

 
図 2.13  逗子市の収集可燃ごみ組成

（％）
平成29年度 令和５年度
（2017年度） （2023年度）

紙類 33.3 31.1
布類 4.7 7.4
合成樹脂類 15.1 24.5
木・竹・わら類 2.4 1.4
厨芥類（生ごみ） 43.3 32.3
不燃物類 0.8 1.7
その他 0.4 1.6
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（３）葉山町 

   葉山町の収集可燃ごみの組成（湿物）割合は、表 2.19 及び図 2.14 に示すとおりで

す。 

   割合の多い厨芥類（生ごみ）が 54.3％から 46.3％、紙類が 29.4％から 17.9％に減少

しています。また、その他が 8.4％から 26.0％に増加していますが、これは令和５年度

（2023 年度）については紙おむつがその他に含まれているためです。 

 

 

表 2.19  葉山町の収集可燃ごみ組成（湿物） 

    
 

  
 

  
図 2.14  葉山町の収集可燃ごみ組成

（％）
平成28年度 令和５年度
（2016年度） （2023年度）

紙類 29.4 17.9
布類 1.8 2.8
合成樹脂類 0.8 3.4
木・竹・わら類 3.0 3.5
厨芥類（生ごみ） 54.3 46.3
不燃物類 2.3 0.1
その他 8.4 26.0
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６ ごみ処理経費 

  各年度の２市１町の人口１人当たりの処理経費及びごみ１ｔ当たりの処理経費は、表

2.20、表 2.21、図 2.15、図 2.16 及び次に示すとおりです。 

（１） 人口１人当たりの処理経費 

ア 鎌倉市 

 鎌倉市の人口１人当たりの処理経費は、平成 24 年度（2012 年度）は 19,528 円/人

で、令和５年度（2023 年度）は 21,010 円/人となっており、増加しています。 

イ 逗子市 

    逗子市の人口１人当たりの処理経費は、令和元年度（2019 年度）まで 15,102 円/

人から 16,878 円/人の範囲で推移してきましたが、その後増加傾向にあり、令和５

年度（2023 年度）では 21,469 円/人となっています。処理経費の増加要因としては、

老朽化に伴うごみ焼却施設の修繕及び葉山町からの可燃ごみ及び容器包装プラスチ

ックの処理に伴う処理費の増加がありますが、その費用を逗子市の人口のみで除し

ているため、見かけ上人口一人当たりの処理経費が高くなっています。（広域処理に

よる経費削減額を加味すると約 17,000 円/人となります。） 

ウ 葉山町 

    葉山町の人口１人当たりの処理経費は、平成 30 年度（2018 年度）は 19,411 円/人

まで減少し、令和２年度（2020 年度）までほぼ横ばいでしたが、その後増加傾向に

あり、令和５年度（2023 年度）は 23,569 円/人となっています。 

  

表 2.20 人口１人当たりの処理経費 

  

 

 
図 2.15 人口１人当たりの処理経費 

（円/人）
平成24年度
(2012年度)

平成25年度
(2013年度)

平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

鎌倉市 19,528 19,569 20,538 19,499 19,339 18,573
逗子市 16,107 15,285 16,878 16,556 15,102 15,508
葉山町 24,030 23,618 22,675 22,419 22,408 21,139
県平均 11,373 11,615 11,524 11,337 11,149 10,576

（円/人）

平成30年度
(2018年度)

令和元年度
(2019年度)

令和２年度
(2020年度)

令和３年度
(2021年度)

令和４年度
(2022年度)

令和５年度
(2023年度)

鎌倉市 18,578 19,123 18,672 19,882 21,155 21,010
逗子市 16,023 15,868 17,214 17,921 19,785 21,469
葉山町 19,411 20,049 19,678 22,613 23,161 23,569
県平均 11,305 11,487 10,981 11,160 11,638 11,463

出典：神奈川県一般廃棄物処理事業の概要
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（２） ごみ１ｔ当たりの処理経費 

ア 鎌倉市 

 鎌倉市のごみ１ｔ当たりの処理経費は、平成 24 年度（2012 年度）は 50,384 円/t 

で、令和５年度（2023 年度）は 66,898 円/t となっており、増加しています。 

イ 逗子市 

 逗子市のごみ１ｔ当たりの処理経費は、平成 24 年度（2012 年度）は 55,337 円/t

で、令和５年度（2023 年度）は 91,083 円/t となっており、増加しています。処理経

費の増加要因としては、老朽化に伴うごみ焼却施設の修繕及び葉山町からの可燃ご

み及び容器包装プラスチックの処理に伴う処理費の増加がありますが、その費用を

逗子市のごみ処理量のみで除しているため、見かけ上ごみ１ｔ当たりの処理経費が

高くなっています。（葉山町のごみ処理量を加味した処理単価は約 64,000 円/t とな

ります。） 

ウ 葉山町 

葉山町のごみ１ｔ当たりの処理経費は、平成 24 年度（2012 年度）は 62,848 円/t

で、令和５年度（2023 年度）は 85,768 円/t となっており、増加しています。 

 

表 2.21 ごみ１ｔ当たり処理経費 

   
 

 
図 2.16 ごみ１ｔ当たり処理経費 

（円/ｔ）
平成24年度
(2012年度)

平成25年度
(2013年度)

平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

鎌倉市 50,384 51,446 53,256 52,989 50,953 53,557
逗子市 55,337 52,272 57,706 58,404 59,573 61,559
葉山町 62,848 64,023 73,557 74,134 74,974 69,962
県平均 37,766 39,290 39,249 38,847 38,667 37,167

（円/ｔ）

平成30年度
(2018年度)

令和元年度
(2019年度)

令和２年度
(2020年度)

令和３年度
(2021年度)

令和４年度
(2022年度)

令和５年度
(2023年度)

鎌倉市 54,604 56,676 53,330 58,627 64,245 66,898
逗子市 64,119 61,819 67,283 71,231 80,044 91,083
葉山町 66,775 65,838 64,981 79,334 81,004 85,758
県平均 40,217 40,476 39,338 40,787 43,419 44,272

出典：神奈川県一般廃棄物処理事業の概要
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７  生ごみ処理容器等の助成状況 

生ごみ処理容器等の助成台数の推移は、表 2.22 及び次に示すとおりです。 

（１）鎌倉市 

鎌倉市は、平成 27 年度(2015 年度)からの家庭ごみ処理の有料化の実施に先立ち、

平成 25 年度(2013 年度)から平成 27 年度(2015 年度)にかけて大幅に増加しました。

その後は減少傾向でしたが、令和２年度（2020 年度）から助成台数が年々増加してお

り、背景として、コロナ禍で生活様式や市民意識に変化があったことが考えられま

す。 

（２）逗子市 

逗子市も、同様に平成 27 年(2015 年)10 月からの家庭系ごみ処理の有料化の実施に

より、平成 27 年度(2015 年度)は大幅に増加しましたが、平成 30 年度(2018 年度)は

緊急財政対策に伴い助成を休止しました。 

助成が再開した令和元年度（2019 年度）以降は増加傾向となり、令和５年度(2023

年度)からは、生ごみの分別収集・資源化の実施に向けて家庭用生ごみ処理容器等に

よる生ごみの自家処理を推進したこと、集合住宅等の非電動式生ごみ処理容器の使用

が困難な家庭における生ごみの自家処理の推進を図るため電動式生ごみ処理機を助成

対象としたことにより、助成台数が大幅に増加しています。 

（３）葉山町 

葉山町は、平成 29 年度(2017 年度)に特別販売キャンペーンを実施した際は、大幅

に増加しました。また、令和２年度(2020 年度)及び令和３年度（2021 年度）には、

新型コロナウイルスの影響により家庭での自炊が増え、自宅で過ごす時間が多くなっ

たことも起因して自家処理への意識が高まり、例年よりも増えたと考えられます。 

 

表 2.22 生ごみ処理容器等助成台数の推移  

 
 

 

 

 

 

 

 

（台）

平成24年度
(2012年度)

平成25年度
(2013年度)

平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

鎌倉市 904 1,181 1,216 961 446 341
逗子市 119 295 336 518 124 180
葉山町 364.5 297.0 321.5 181.0 109.5 330.5
合計 1,387.5 1,773.0 1,873.5 1,660.0 679.5 851.5

（台）

平成30年度
(2018年度)

令和元年度
(2019年度)

令和２年度
(2020年度)

令和３年度
(2021年度)

令和４年度
(2022年度)

令和５年度
(2023年度)

鎌倉市 331 279 423 591 603 612
逗子市 0 45 54 103 108 232
葉山町 113.5 125.0 183.5 169.5 105.5 129.5
合計 444.5 449.0 660.5 863.5 816.5 973.5

＊葉山町は、埋込式コンポスター、ＥＭバケツは２個１組で１台として集計
＊逗子市は、平成30年度（2018年度）は緊急財政対策に伴い休止

＊逗子市は、平成29年度（2017年度）までは申請件数、平成30年度（2018年度）以降は
　申請台数で集計
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第３章 人口及びごみ排出量の目標達成状況 
   

１ 人口の推移 

    実施計画策定時の推計人口と実績人口を比較すると、次に示すとおりとなります。 

（１）鎌倉市 

鎌倉市の推計人口と実績人口を比較すると表 3.1 及び図 3.1 に示すとおりです。 

鎌倉市の人口は、平成 24 年度（2012 年度）は 174,162 人で、令和６年度（2024 年

度）は 170,206 人となっており、緩やかな減少傾向にあります。 

令和２年度（2020 年度）、令和４年度（2022 年度）及び令和６年度（2024 年度）の

実績人口は、いずれもわずかに推計人口を上回っています。令和６年度（2024 年度）

で 2,446 人（1.5％）上回っている状況です。 

 

表 3.1 鎌倉市の実施計画策定時の推計人口と実績人口の比較表 

   

 

 

 

 
図 3.1  鎌倉市の推計人口と実績人口の比較図 

（人）
推計人口 実績人口 推計人口と実績人口の差

令和２年度
(2020年度)

170,739 172,710 1,971

令和４年度
(2022年度)

169,249 172,428 3,179

令和６年度
(2024年度)

167,760 170,206 2,446

出典：国勢調査人口（各年度10月１日時点）
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（２）逗子市 

逗子市の推計人口と実績人口を比較すると表 3.2 及び図 3.2 に示すとおりです。 

逗子市の人口は、平成 24 年度（2012 年度）は 60,983 人で、令和６年度（2024 年度）       

は 58,488 人となっており、緩やかな減少傾向にあります。 

令和２年度（2020 年度）、令和４年度（2022 年度）及び令和６年度（2024 年度）の

実績人口は、いずれもわずかに推計人口を上回っています。令和６年度（2024 年度）

で 667 人（1.2％）上回っている状況です。 

 

表 3.2 逗子市の実施計画策定時の推計人口と実績人口の比較表 

 

 

 

 

 

図 3.2  逗子市の推計人口と実績人口の比較図 

  

 

 

（人）

推計人口 実績人口 推計人口と実績人口の差

令和２年度
(2020年度)

59,290 60,060 770

令和４年度
(2022年度)

58,582 59,609 1,027

令和６年度
(2024年度)

57,821 58,488 667

※逗子市の人口には池子米軍住宅人口3,000人を含む

出典：国勢調査人口（各年度10月１日時点）
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（３）葉山町 

葉山町の推計人口と実績人口を比較すると表 3.3 及び図 3.3 に示すとおりです。 

葉山町の人口は、平成 24 年度（2012 年度）は 32,813 人で、令和６年度（2024 年度）            

  は 30,708 人となっており、令和４年度（2022 年度）から令和６年度（2024 年度）にか    

けてそれ以前に比べ減少傾向が大きくなっています。 

   令和６年度（2024 年度）で推計人口より 838 人（2.7％）下回っています。 

 

表 3.3 葉山町の推計人口と実績人口の比較表 

 

 

 

 

 

図 3.3  葉山町の推計人口と実績人口の比較図 

（人）
推計人口 実績人口 推計人口と実績人口の差

令和２年度
(2020年度)

31,754 31,665 -89

令和４年度
(2022年度)

31,650 31,431 -219

令和６年度
(2024年度)

31,546 30,708 -838

出典：国勢調査人口（各年度10月１日時点）
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（４）２市１町 

２市１町の推計人口と実績人口を比較すると表 3.4 及び図 3.4 に示すとおりです。 

２市１町の人口は、平成 24 年度（2012 年度）は 267,958 人で、令和６年度（2024 年

度）は 259,402 人となっており、12 年間で 8,556 人減少しています。 

令和２年度（2020 年度）、令和４年度（2022 年度）及び令和６年度（2024 年度）の

実績人口は、いずれも推計人口を上回っています。令和６年度（2024 年度）は 2,275 人

上回っており、割合にして 0.9％程度でほぼ推計人口に近い値となっています。 

 

表 3.4 ２市１町の推計人口と実績人口の比較表 

 

 

 

 

図 3.4  ２市１町の推計人口と実績人口の比較図 

 

 

（人）

推計人口 実績人口 推計人口と実績人口の差

令和２年度
(2020年度)

261,783 264,435 2,652

令和４年度
(2022年度)

259,481 263,468 3,987

令和６年度
(2024年度)

257,127 259,402 2,275

出典：国勢調査人口（各年度10月１日時点）
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２ 目標可燃ごみ量と実績量の比較 

  実施計画策定時の推計値を目標値（推計値＝目標値）として、その目標可燃ごみ量と実

績量の比較は、次に示すとおりです。 

（１）鎌倉市 

鎌倉市の実施計画策定時の可燃ごみの目標量と実績量の比較は、表 3.5 及び図 3.5 か

ら図 3.7 に示すとおりです。 

  〇家庭系可燃ごみの量 

令和６年度（2024 年度）の実績量は、目標量を 1,854ｔ、割合で 10.8％上回ってい

る程度でほぼ目標どおりの値となっています。 

〇事業系可燃ごみの量（資源化量を除く） 

 令和６年度（2024 年度）の実績量は、目標量に対して大きく下回っており、割合に

して 80.0％下回っています。計画上のスケジュールより早期に資源化を実施できたこ

とが減量の要因となっています。 

〇可燃ごみの総排出量 

  令和６年度（2024 年度）の実績量は、目標量より 4,284ｔ、割合にして 17.2％下回

っています。 

 

表 3.5 鎌倉市の可燃ごみの総排出量の目標量と実績量の比較表 

 

 

図 3.5 鎌倉市の家庭系可燃ごみの目標量と実績量の比較図 

（ｔ）

目標量 実績量
目標量と

実績量の差
目標量 実績量

目標量と

実績量の差
目標量

実績量

（速報値）

目標量と

実績量の差

家庭系可燃ごみ量 19,007 21,616 2,609 18,552 19,787 1,235 17,210 19,064 1,854

事業系可燃ごみ量 9,003 8,121 -882 8,206 2,170 -6,036 7,675 1,537 -6,138

合計 28,010 29,737 1,727 26,758 21,957 -4,801 24,885 20,601 -4,284

（注）令和６年度（2024年度）実績量は現時点の速報値であり、今後の精査によって変動する可能性があります。
　　　令和６年度（2024年度）の事業系可燃ごみ量は、乾式メタン発酵による資源化量を除いています。

令和２年度(2020年度) 令和４年度(2022年度) 令和６年度(2024年度)
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    図 3.6  鎌倉市の事業系可燃ごみの目標量と実績量の比較 

 

 

 

図 3.7  鎌倉市の可燃ごみの総排出量の目標量と実績量の比較
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（２）逗子市 

逗子市の実施計画策定時の可燃ごみの目標量と実績量の比較は、表 3.6 及び図 3.8 か

ら図 3.10 に示すとおりです。 

  〇家庭系可燃ごみの量 

令和６年度（2024 年度）の実績量は、目標量を 1,379ｔ、割合で 26.5％上回ってい

ます。生ごみの分別収集が未実施のためによる所が大きいものと考えられます。 

〇事業系可燃ごみの量 

 令和６年度（2024 年度）の実績量は、目標量より 538ｔ、割合にして 17.2％下回っ

ています。 

〇可燃ごみの総排出量 

  令和６年度（2024 年度）の実績量は、目標量を 841ｔ、割合にして 10.1％上回って

います。 

 

表 3.6 逗子市の可燃ごみの総排出量の目標量と実績量の比較表 

 

 

 

図 3.8  逗子市の家庭系可燃ごみの目標量と実績量の比較図 

（ｔ）

目標量 実績量
目標量と

実績量の差
目標量 実績量

目標量と

実績量の差
目標量

実績量

（速報値）

目標量と

実績量の差

家庭系可燃ごみ量 7,328 7,320 -8 7,142 6,998 -144 5,212 6,591 1,379

事業系可燃ごみ量 3,468 2,635 -833 3,432 2,784 -648 3,120 2,582 -538

合計 10,796 9,955 -841 10,574 9,782 -792 8,332 9,173 841

（注）令和６年度（2024年度）実績量は現時点の速報値であり、今後の精査によって変動する可能性があります。

令和２年度(2020年度) 令和４年度(2022年度) 令和６年度(2024年度)
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図 3.9  逗子市の事業系可燃ごみの目標量と実績量の比較 

 

 

 

図 3.10  逗子市の可燃ごみの総排出量の目標量と実績量の比較
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（３）葉山町 

葉山町の実施計画策定時の可燃ごみの目標量と実績量の比較は、表 3.7 及び図 3.11

から図 3.13 に示すとおりです。 

  〇家庭系可燃ごみの量 

令和６年度（2024 年度）の実績量は、目標量を 1,561ｔ、割合で 78.7％上回ってい

ます。生ごみの分別収集が未実施のためによる所が大きいものと考えられます。 

〇事業系可燃ごみの量 

令和６年度（2024 年度）の実績量は、目標量を 182ｔ、割合にして 16.0％上回って

います。 

〇可燃ごみの総排出量 

  令和６年度（2024 年度）の実績量は、目標量を 1,743ｔ、割合にして 55.9％上回っ

ています。 

 

表 3.7 葉山町の可燃ごみの総排出量の推計量と実績量の比較表 

 

 

 

 

図 3.11  葉山町の家庭系可燃ごみの目標量と実績量の比較図 

（ｔ）

目標量 実績量
目標量と

実績量の差
目標量 実績量

目標量と

実績量の差
目標量

実績量

（速報値）

目標量と

実績量の差

家庭系可燃ごみ量 3,988 4,313 325 3,975 3,995 20 1,981 3,542 1,561

事業系可燃ごみ量 1,832 1,195 -637 1,826 1,567 -259 1,139 1,321 182

合計 5,820 5,508 -312 5,801 5,562 -239 3,120 4,863 1,743

（注）令和６年度（2024年度）実績量は現時点の速報値であり、今後の精査によって変動する可能性があります。

令和２年度(2020年度) 令和４年度(2022年度) 令和６年度(2024年度)
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図 3.12  葉山町の事業系可燃ごみの目標量と実績量の比較 

 

 

 

図 3.13  葉山町の可燃ごみの総排出量の目標量と実績量の比較
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（４）２市１町 

２市１町の実施計画策定時の可燃ごみの目標量と実績量の比較は、表3.8及び図3.14

から図 3.16 に示すとおりです。 

  〇家庭系可燃ごみ 

令和６年度（2024 年度）の実績量は、目標量を 4,794ｔ、割合で 19.6％上回ってい

ます。逗子市と葉山町の生ごみの分別収集の実施が遅れているためと考えられます。 

〇事業系可燃ごみの量（資源化量を除く） 

令和６年度（2024 年度）の実績量は、目標量より 6,494ｔ、割合にして 54.4％下回

っています。鎌倉市の資源化・減量化によるものと考えられます。 

〇可燃ごみの総排出量（資源化量を除く） 

  令和６年度（2024 年度）の実績量は、目標量を 1,700ｔ、割合にして 4.7％下回って

います。 

 

表 3.8 ２市１町の可燃ごみの総排出量の目標量と実績量の比較表 

 

 

 

 

図 3.14  ２市１町の家庭系可燃ごみの目標量と実績量の比較図 

（ｔ）

目標量 実績量
目標量と

実績量の差
目標量 実績量

目標量と

実績量の差
目標量

実績量

（速報値）

目標量と

実績量の差

家庭系可燃ごみ量 30,323 33,249 2,926 29,669 30,780 1,111 24,403 29,197 4,794

事業系可燃ごみ量 14,303 11,951 -2,352 13,464 6,521 -6,943 11,934 5,440 -6,494 

合計 44,626 45,200 574 43,133 37,301 -5,832 36,337 34,637 -1,700 

（注）令和６年度（2024年度）実績量は現時点の速報値であり、今後の精査によって変動する可能性があります。

令和２年度(2020年度) 令和４年度(2022年度) 令和６年度(2024年度)
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図 3.15  ２市１町の事業系可燃ごみの目標量と実績量の比較 

 

 

 

図 3.16  ２市１町の可燃ごみの総排出量の目標量と実績量の比較
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第４章 ごみの減量・資源化施策の取り組み状況 
   

第Ⅰ期（令和２年度（2020 年度）から令和６年度（2024 年度）まで）における２市１

町のごみの減量・資源化施策の取り組み状況及び対応策については次のとおりです。 

なお、評価基準については施策ごとに設定しています。 
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１ 家庭から排出される燃やすごみの減量・資源化施策 

（１）生ごみ 

ア 資源化の推進 

【施策】 

家庭から排出される燃やすごみの中に含まれている生ごみについては、２市１町で資

源化に取り組むべき共通の課題であることから、資源化の方法や施設整備等について情

報共有や連携を図るとともに、各市町において分別収集し、鎌倉市及び葉山町で施設整備

を図り資源化を実施します。 

 

【評価基準】 

◎ 施設の整備が完了し、生ごみの分別収集、資源化を実施している 

○ 
施設整備に着手している。生ごみの分別収集、資源化に向けて具体的行動（説明会等）を実

施している 

△ 検討はしているが、具体的な実施に至っていない 

× 検討できていない 

 

【評価】 

  状況・課題 評価 対応策 

鎌倉市 

施設整備候補地周辺住民から生ごみ

の堆肥化処理に対する懸念の声や堆肥

化以外の資源化手法について検討を求

める意見等が出されていることから、

堆肥化以外の資源化手法を含め施設整

備候補地周辺町内会と市で組織する協

議会において、検討を行っていく。 

△ 

地元住民の理解が得られるよう、

生ごみの資源化処理体制について協

議を進め、施設整備を図る。 

逗子市 

令和７年３月から家庭系生ごみの分

別収集・資源化の実施を予定していた

が、葉山町の生ごみ資源化処理施設の

工期の延長に伴い、開始時期を延期し

た。生ごみの分別収集・資源化の方法

等について、市民説明会の開催や冊子

を作成し全戸配布をする等により広く

周知を図った。 

○ 

家庭系生ごみの分別収集・資源化

の実施に向け、葉山町の資源化処理

施設の状況を加味しながら各地域で

市民説明会を開催するとともにごみ

の分別冊子の全面改訂を行い市民へ

の周知徹底を図る。 

葉山町 

令和７年２月までに生ごみ資源化処

理施設を建設し、同年３月から本格稼

働の予定で進めていたが、社会情勢の

影響により工期が延長となったもの

の、町民への影響や２市１町の枠組み

を崩さないため生ごみの分別収集は予

定どおり行い、民間処理施設において

資源化処理を行った。 

○ 

建設工事の工期は延期となったも

のの、町民への影響や２市１町の枠

組みを崩さないため生ごみの分別収

集は予定どおり行い、民間処理施設

において資源化処理を行う。 
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イ 食品ロスの削減 

 【施策】 

家庭から排出される手つかず食品や食べ残し等、食品ロスの削減を図るため、パンフレ 

ットの配布や説明会などの啓発活動を行います。 

 

【評価基準】 

◎ 
ホームページ、パンフレットの配布、広報等による周知・啓発に加え、説明会等を開催し効果的

な周知・啓発を実施している 

○ ホームページ、パンフレットの配布、広報等による周知・啓発を実施している 

△ 検討はしているが、具体的な実施に至っていない 

× 検討できていない 

 

【評価】 

  状況・課題 評価 対応策 

鎌倉市 

本庁舎ロビーや図書館、鎌倉駅地下道

ギャラリーを使用し、食品ロスの削減に

関する市民や市の取組内容の紹介等、周

知・啓発を行った。 

 広報かまくら、ホームページ及び SNS

（Facebook 及び X など）においてフー

ドドライブの実施等の情報発信を行っ

た。 

◎ 

引き続き食品ロス削減の重要性

やフードドライブの実施について

周知啓発を行うとともに、組成調

査の厨芥類を細分化し、調査結果

から食べ残し等が多いことが判明

したため、対応策を検討し実施す

る。 

逗子市 

フードドライブを実施している団体を

後援し、市内施設へパンフレット等を配

架した。                                                                                               

 また、生ごみの分別収集・資源化につ

いての市民説明会及び生ごみの分別収

集・資源化についての冊子において、食

品ロス削減への取組について周知・啓発

を行った。 

◎ 

引き続き、パンフレットでフー

ドドライブの実施状況等について

周知するとともに、生ごみの分別

収集・資源化についての市民説明

会で啓発を行う。 

葉山町 

役場庁舎内においてポスターの掲示や

パンフレットの配架により周知・啓発を

行った。また、役場庁舎内及びリユース

イベントにおいて、葉山フードドライブ

を実施し、食品ロス削減の取組みを通じ

て周知を行った。今回の実施により、常

時設置を望む方が潜在的にいることが分

かったが、それを実現するためにはフー

ドバンクかながわへの配送手段が課題と

なる。 

◎ 

引き続きポスターやパンフレッ

ト等を通じて周知・啓発するとと

もに、広報やホームぺージ等を活

用し、効果的に情報発信を行う。 

また、スーパー等民間事業者と

連携するなど、配送手段を確立し

て常時設置できるよう努める。 
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ウ 家庭用生ごみ処理容器の普及促進 

  【施策】 

家庭から排出される生ごみの削減を図るため、生ごみ処理容器の普及促進を目指し、

各市町での個別の活動に加えて、２市１町で連携したキャンペーンなどの取組について

検討します。 

 

【評価基準】 

◎ 
ホームページ、パンフレットの配布、広報等による周知・啓発に加え、説明会等を開催し効果的

な周知・啓発を実施している 

○ ホームページ、パンフレットの配布、広報等による周知・啓発を実施している 

△ 検討はしているが、具体的な実施に至っていない 

× 検討できていない 

 

【評価】 

  状況・課題 評価 対応策 

鎌倉市 

生ごみ処理機を市役所本庁舎で展示し、使用方

法についての市民からの問い合わせにきめ細かい

説明を実施した。 

 「資源物とごみの分け方・出し方」等で周知し

た他、自治・町内会等の説明会、地域のイベント

に市職員が出向き、生ごみ処理機及び購入費補助

制度の周知・啓発を実施した。 

 コロナ禍の影響による新たな生活様式も相まっ

て、生ごみ処理機の需要が拡大し、助成台数が増

加した。 

◎ 

引き続き、生ごみ処理

機の普及に向けて様々な

機会を捉え周知啓発を図

るとともに、市民アンケ

ートの内容を踏まえ継続

利用のフォローアップを

行いながら助成を実施す

る。 

逗子市 

 生ごみ処理容器等の使用方法についての市民か

らの問い合わせにきめ細かい説明を行うととも

に、生ごみの分別収集・資源化についての市民説

明会において、生ごみの自家処理の推進及び助成

制度について説明し、周知を図った。 

 原油価格及び木材価格等の高騰の情勢により、

家庭用生ごみ処理容器等の販売価格も高騰してい

ることを受け、令和４年度から生ごみ処理容器購

入に対する助成率を購入金額の４分の３から５分

の４に引き上げた。令和５年度からは、集合住宅

等の非電動式生ごみ処理容器の使用が困難な家庭

における生ごみの自家処理を推進するため、電動

式生ごみ処理機を助成対象とした。 

◎ 

様々な媒体を用いて普

及啓発を行うとともに、

生ごみマイスター制度等

も活用しながら、生ごみ

処理容器等を購入した方

に対するアフターフォロ

ーも行う。 

葉山町 

町発祥であるキエーロを安価で提供し、定期的

に役場来庁者への PR 活動を実施している。ま

た、電動生ごみ処理機等の購入補助を行い、生活

様式に合わせて自家処理を導入できるよう努めて

いる。 

◎ 

役場以外にも PR 活動を

拡大し、積極的に周知啓

発を行うとともに、導入

の後押しになるよう動画

などを活用し分かりやす

く案内する。 
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２市１町 
連携したキャンペーンについては、具体的な検

討ができなかった。 
× 

将来的な生ごみ分別収

集に向け、２市１町で連

携したキャンペーンを検

討する。 

 

 

（２）紙類 

【施策】 

家庭から排出される燃やすごみの中には、まだ資源化可能な紙類やプラスチック等が

混入していることから、周知・啓発をさらに進めるとともに分別指導を強化し、分別の徹

底を図ります。 

 

【評価基準】 

◎ 
ホームページ、パンフレットの配布、広報等による周知・啓発に加え、説明会等を開催し効果

的な周知・啓発を実施している 

○ ホームページ、パンフレットの配布、広報等による周知・啓発を実施している 

△ 検討はしているが、具体的な実施に至っていない 

× 検討できていない 

 

【評価】 

  状況・課題 評価 対応策 

鎌倉市 

家庭系ごみについては、令和６

年度に「資源物とごみの分け方・

出し方」を改訂する際、分別方法

がより分かりやすくなるよう案内

を更新した他、自治・町内会等の

説明会等において分別徹底の啓発

を行った。 

◎ 

組成調査の結果において、資源物等

の混入割合が有料化実施に伴い一時減

少したものの、その後、有料化実施前

の水準に戻りつつある状況が確認でき

るため、引き続き分別の徹底について

様々な媒体で情報発信を行うととも

に、不適物排出に対する内容物調査や

訪問指導を実施する。 

逗子市 

廃棄物減量等推進員を対象に、

古紙再生促進センターの講師を招

き、講習会を実施し地域への普及

啓発を図った。 

○ 

引き続きポスターやチラシ等の他、

生ごみ分別収集資源化に関する説明会

にて周知するとともに、資源回収事業

者との情報共有の場を設けることで課

題等を確認していく。 

葉山町 

ホームページ、分別冊子やカレ

ンダーのコラムを通じて分別の周

知・啓発を行うも、組成分析の結

果から、未だ分別可能な紙類やプ

ラスチック等が燃やすごみに含ま

れている。 

○ 

引き続き広報、町内回覧や HP 等に

より周知・啓発を図るとともに、実際

のごみを使って分別方法を窓口で展示

するなど、分かりやすく伝える工夫を

取り入れる。 
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２ 事業所から排出されるごみの減量・資源化施策 

（１）生ごみの削減 

ア 食品リサイクル法に基づく登録再生利用事業者の活用 

 【施策】 

事業所から排出される生ごみを削減するためには、食品リサイクル法に基づく登録再

生利用事業者の施設における生ごみの資源化が重要であることから、事業者に対して生

ごみ資源化を促すとともに、さらなる効果的な資源化誘導策を検討します。 

具体策としては、平成 30 年(2018 年)８月に新たに横浜市鶴見区に民間事業者の施設が   

整備され、令和元年度(2019 年度)に登録再生利用事業者の認可を取得したため、今後、

排出事業者に周知し、搬出を誘導することで資源化を図ります。また、先進市の事例から、

各市町の一般廃棄物処理計画に食品廃棄物の再生利用を明記することなどにより資源化

の促進を図ります。 

また、搬出先となる登録再生利用事業者の施設が三浦半島地域にないことが課題であ

ることから、施設の誘致等の対応策も検討します。 

 

 【評価基準】 

◎ 計画どおり実施している 

○ 一部実施している 

△ 検討はしているが、具体的な実施に至っていない 

× 検討できていない 

 

 【評価】 

  

  状況・課題 評価 対応策 

鎌倉市 

登録再生利用事業者及びその他の食

品再生利用事業者の受入状況を確認

し、当該情報を排出事業者等に提供し

た。 

○ 

登録再生事業者の受け入れ状況に

ついて排出事業者等に情報提供を行

っており、引き続き生ごみの減量・

資源化に誘導する。 

逗子市 

近隣市の登録再生事業所の受け入れ

状況等について、情報収集を行った。

家庭系生ごみの分別収集・資源化の開

始時期に合わせて事業系ごみ処理手数

料の見直しを行い、事業系生ごみの排

出削減につながるよう周知を図った。 

○ 

多量排出事業者等に対し、登録再

生利用事業者の受け入れ状況につい

て情報提供し、生ごみの資源化を促

す。 

葉山町 

事業者から排出されるごみを持ち込

む収集運搬業者へ分別指導を行うとと

もに、分別が守られていない事業者へ

直接啓発をしている。 

△ 

引き続き資源化へ移行していくこ

とを念頭に入れて啓発していく。併

せて、２市１町の枠組みの中で情報

共有し、処理可能な施設を探す。 

２市１町 
施設の誘致等については、具体的な

検討ができなかった。 
× 

各市町の状況を鑑みながら、施設

の誘致等について検討する。 
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イ 食品廃棄物の発生抑制・排出抑制 

 【施策】 

生ごみの排出が多い飲食店等に対しては、食品廃棄物の発生抑制及び排出抑制を促進

するため、２市１町で連携して効果的な周知・啓発等の対応を検討します。 

 

【評価基準】 

◎ 効果的な周知・啓発等の対応をしている 

○ 効果的な周知・啓発等の対応を具体的に検討している 

△ 効果的な周知・啓発等の対応について情報を収集している 

× 検討できていない 

 

【評価】 

  状況・課題 評価 対応策 

鎌倉市 

令和３年度に「鎌倉市食品ロス削減協力

店登録制度」を創設し、協力店が実施して

いる取組や工夫内容をホームページや SNS

で紹介するとともに、協力店の場所等を掲

載した「鎌倉市食品ロス削減協力店マッ

プ」を更新し、広く情報提供を実施した。 

店舗等に対しては、廃棄物発生抑制等啓

発指導員による周知・訪問や廃棄物適正処

理主任指導員による組合等の役員会での説

明会の実施等を通して、本制度への参加を

要請するとともに、ポスターやチラシの配

布など、多様な手段・媒体を用いて PR を

実施した。 

また、大型生ごみ処理機の購入費助成制

度の活用を呼びかけるとともに、令和５年

度に対象機器の要件を緩和した。 

◎ 

廃棄物発生抑制等啓発指導員

及び廃棄物適正処理主任指導員

による訪問指導、説明会の実施

及び協力店登録制度の周知・啓

発、大型生ごみ処理機の購入費

助成制度の活用を引き続き呼び

かけるとともに、国の「食べ残

し持ち帰り促進ガイドライン」

を踏まえドギーバッグの利用促

進の啓発を一層推進する。 

逗子市 
食品ロス削減について、ホームページや

広報等で周知啓発を行っている。 
○ 

飲食店等に対して様々な手法

を用いて食品ロスについて周知

啓発を図る。 

葉山町 

飲食店等に対しては周知・啓発できてい

ないが、学校や保育園など、給食を提供す

る事業者には自家処理を推進している。児

童や生徒を通じて地域住民へ働きかけるこ

とにより、消費者としての意識向上を図る

とともに飲食店での食品ロス削減や家庭で

の食品廃棄物削減への効果も併せて期待し

ている。 

◎ 

現在、保育園には児童から家

庭へと働きかけることを目的に

キエーロを貸与している。 

 今後は、飲食店等への周知・

啓発を図り、自家処理を推進す

ることで発生抑制及び排出抑制

を促進するとともに、自家処理

が困難な場合の効果的な対応策

についても併せて検討する。 

２市１町 
連携した取り組みについては、具体的な

検討ができなかった。 
× 

各市町の状況を鑑みながら、

２市１町で連携した周知・啓発

手法を検討する。 



 

46 

 

（２）排出事業者への適正排出の指導等 

 【施策】 

事業者から排出される燃やすごみの減量・資源化を進めるため、紙類等の資源物とプラ  

スチック等の産業廃棄物の分別徹底が図られるよう、排出事業者の減量化計画策定等に

対する指導の徹底や啓発を連携して進めます。 

  

 【評価基準】 

◎ 
紙類等の資源物とプラスチック等の産業廃棄物の分別徹底が図られるよう、排出事業者の減

量化計画策定等に対する指導の徹底や啓発をしている 

○ 紙類等の資源物とプラスチック等の産業廃棄物の分別徹底が図られるよう、啓発をしている 

△ 検討はしているが、具体的な実施に至っていない 

× 検討できていない 

 

 【評価】 

 

 

 

 

 

 

  状況・課題 評価 対応策 

鎌倉市 

事業系ごみについては、訪問指導や

ピット前検査等の実施を通じて分別徹

底を図り、毎年度実施する組成調査及

び資源化不燃物調査の結果において、

産業廃棄物の混入等の割合が減少し

た。 

◎ 

引き続き、啓発指導員による訪問

指導を実施するとともに、組成調査

及び資源化不適切物調査の結果を注

視し必要に応じた対応を検討する。 

逗子市 

不定期で展開検査を行い指導すると

ともに、ごみステーションのごみから

事業系ごみが発見された場合は訪問指

導を行っている。 

 また、市商工会と連携し商工会員に

対して適正な排出方法について周知を

行った。 

○ 

引き続き、不定期の展開検査及び

訪問指導を実施し、適正な排出を促

す。 

葉山町 

クリーンセンター場内に持ち込まれ

るごみは展開検査を行っている。 

 収集運搬業者に聞き取りをして分別

できていない事業者を確認し、状況に

よっては持ち帰らせている。  

○ 

引き続き、展開検査を行い、分別

の状況を確認するとともに、事業者

への訪問指導を通して周知、啓発を

行っていく。 
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（３）手数料の見直し 

  【施策】 

事業系ごみ手数料については、中央環境審議会の食品リサイクル専門委員会の報告書

において「事業者が適正処理を行う責任を有していることに鑑み、その処理に係る原価相

当の料金を徴収することが望ましい」とされています。これを受け、食品リサイクル法の

基本方針においても、「事業系一般廃棄物処理に係る原価相当の料金徴収の推進」を位置

づけており、このことがさらなるごみの減量・資源化を促進すると考えられることから、

社会情勢等を勘案しながら、事業系ごみ処理手数料の見直しを進めます。 

 

 【評価基準】 

◎ 事業系ごみ処理手数料の見直しの手続きが完了した 

○ 事業系ごみ処理手数料見直しの手続きを進めている 

△ 検討はしているが、具体的な実施に至っていない 

× 検討できていない 

 

 【評価】 

  状況・課題 評価 対応策 

鎌倉市 

 「植木剪定材」については、令和４年５月に鎌倉

市廃棄物減量化及び資源化推進審議会から答申を受

け、同年 10 月に条例を改正した。植木剪定材受入

事業場利用者への通知、広報かまくらやホームペー

ジでの周知の他、造園組合等に対して説明を実施

し、令和５年４月から改定後の金額（10kg 当たり

210 円）を適用した。 

 「植木剪定材以外のもの」については、令和５年

５月に同審議会から答申を受け、同年９月に条例を

改正した。広報やホームページでの周知の他、鎌倉

市一般廃棄物収集運搬業許可業者や鎌倉商工会議所

に対して説明を実施し、令和６年 10 月から改定後

の金額（10kg 当たり 400 円）を適用した。 

◎ 

 「植木剪定材以外のも

の」については改定後も原

価相当の約 70％であり、処

理原価の低減を目指しなが

ら、人件費や物価の上昇等

の社会情勢も踏まえ、引き

続き処理原価との整合を検

討していく。 

逗子市 

 令和６年３月に逗子市廃棄物減量等推進審議会か

ら答申を受け、同年９月に条例を改正した。広報や

ホームページでの周知の他、逗子市一般廃棄物収集

運搬業許可業者、逗子市商店街連合会に個別に周知

し、関係事業者への周知の協力を得た。また、逗子

市商工会を通じてチラシの配布による周知を図っ

た。令和７年４月１日から改定後の金額（10kg 当

たり 350 円）を適用する。 

◎ 

 近隣市町村や社会情勢を

勘案し、事業系ごみ処理手

数料について段階的な見直

しを検討していく。 

葉山町 
さらなるごみの減量、資源化に向けて、事業者に

適正排出を促し、今後の処理方法を模索している。 
△ 

 展開検査を通して原価相

当を算出し、処理の方向性

を見極めた上で近隣市町の

状況を鑑みて手数料の見直

しを検討している。 
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３ 取り組むべきその他の施策 

（１）Refuse の周知・啓発 

 【施策】 

家庭から排出される燃やすごみの中には、食品ロスとして問題となっている手つかず

食品や食べ残し等の食品廃棄物のほかにも、再使用可能なものなどが混入しています。 

このようなごみの発生及び排出がされないよう、Reduce（発生抑制）、Reuse（再使用）

及び Recycle（再生利用）といった３Ｒの前段階である Refuse（不要な物を買わない・断

る）についても周知・啓発を行います。 

 

 【評価基準】 

◎ 
ホームページ、パンフレットの配布、広報等による周知・啓発に加え、説明会等を開催し効果的

な周知・啓発を実施している 

○ ホームページ、パンフレットの配布、広報等による周知・啓発を実施している 

△ 検討はしているが、具体的な実施に至っていない 

× 検討できていない 

 

 【評価】 

  状況・課題 評価 対応策 

鎌倉市 

マイボトルの使用を促すため、令和元

年度から市内公共施設に水道直結式ウォ

ーターサーバーを設置し、令和６年 12

月現在 34 台を供用。給水スポットの場

所を掲載した「鎌倉市給水スポットマッ

プ」を鎌倉市 SDGs つながりポイント

（まちのコイン）と連携して周知した。

（令和５年度の推計では、500ml ペット

ボトル換算で約 62 万本分の利用実績） 

◎ 

引き続き、マイボトルやマイバッ

クの一層の普及を目指して効果的な

施策の検討を図る。また、食品ロス

量の割合が増加傾向にあるため、家

庭での計画的な食材の購入、保存、

調理の工夫を普及啓発する。 

逗子市 

 マイボトルの使用を促すため、令和４

年度及び令和５年度に、市内公共施設に

水道直結式ウォーターサーバーを設置し

た。令和６年 12 月時点で 500ml ペット

ボトル換算で約１万８千本分の削減効果

が出ている。 

◎ 

引き続き、マイボトルの普及を目

指すとともに、食品ロスについて

も、生ごみの分別収集と並行して市

民へ周知する。 

葉山町 

３Ｒ＋１を基本とし、周知・啓発を行

っている。啓発にあたっては、エシカル

アクションを通じて推進している。HP

やイベント等により取組みのヒントを提

供し、行動しやすい環境づくりに努めて

いる。 

◎ 

地球温暖化対策と連携し、周知・

啓発していく。特に理解の深まる若

年層を中心に環境教育やイベント等

を通じて啓発し、効果的に取り組

む。 
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（２）新たな資源化の検討 

【施策】 

家庭から排出される燃やすごみの中に含まれている紙おむつについては、さらなる

高齢化が進展することに鑑み、引き続き資源化の検討を進めます。 

現在、国土交通省が進めている下水道施設での紙おむつの受け入れに関する技術面、

制度面の検討状況、令和２年(2020 年)３月に策定された、環境省の「使用済み紙おむ

つの再生利用等に関するガイドライン」、既に民間事業者が資源化を実施している福岡

県大木町や実証実験を行っている鹿児島県志布志市の状況、民間事業者における処理

施設の整備状況等を踏まえ、費用対効果を勘案して実施の見通しが立った段階で削減

効果を見極め、新たな資源化として位置付けます。 

また、資源物及びごみの処理に関しては、日々、新たな技術開発が進められている

ことから、その動向を注視し、新たな技術の利用や民間施設の活用を視野に入れ、ゼ

ロ・ウェイストの実現に寄与する資源化手法の導入を検討します。 

 

  【評価基準】 

◎ 新たな資源化について検討が完了し、方向性が決定している 

○ 新たな資源化について具体的に検討している 

△ 新たな資源化についての情報を収集している 

× 検討できていない 

 

  【評価】 

  状況・課題 評価 対応策 

鎌倉市 

国の動向や先進自治体・民間事業者の資

源化に向けた進捗状況、費用対効果を踏ま

えて紙おむつの資源化施設の整備及び民間

委託の検討を進めた。 

 令和３年度にサウンディング調査を実施

し、令和４年度は更に排出事業者の施設内

で処理可能な設備機器の導入に向けたサウ

ンディング調査を実施して、主に熱分解や

水溶化処理、汚物を薬剤により分離して減

容化する方法が提案された。 

 令和５年度に民間事業者と連携して実証

実験を実施した。その結果、異物除去や乾

燥等の追加工程を踏むことで分離処理した

廃棄物は製品原料としての活用の可能性は

あると考えられる。 

○ 

国や県、資源化に取り組む

事業者等とも連携し、資源化

の手法、収集体制、費用対効

果などの検討を進める。 
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（３）ごみ処理経費の縮減 

ア 処理の一元化 

【施策】 

資源物又はごみの処理先（中間処理又は最終処分）を統一し、２市１町で一括して処理  

することでスケールメリットが得られることから、処理にかかる費用が抑えられる見込

みがあります。 

処理にかかる費用に加え、施設への収集運搬にかかる費用に関しても、より効率的な体  

制を検討します。 

 

【評価基準】 

◎ ２市１町で連携して処理の一元化について検討が完了し、方向性が決定している 

○ ２市１町で連携して処理の一元化について検討している 

△ ２市１町で効果的な一元化の対応について情報の交換を実施している 

× 検討できていない 

 

【評価】 

 

  

逗子市 
紙おむつの資源化について情報収集を行

い、資源化の手法について検討している。 
○ 

先進自治体や民間施設の取

り組みを参考に、逗子市にお

ける紙おむつ資源化の可能性

を検討していく。 

葉山町 

生ごみ分別に伴い、燃やすごみの収集回

数が減ることにより、紙おむつを使用する

家庭における課題を解決するための手法を

検討している。併せて資源化の導入を見据

えた検討を進めているが、近隣に資源化を

行う処理施設がないことが課題となってい

る。 

○ 

資源化に向けて先進地視察

や民間処理施設の情報収集を

行い、資源化の動向を注視し

ていくと共に、資源化が可能

となった際に円滑に取り組め

るよう収集の手法を工夫す

る。 

  状況・課題 評価 対応策 

２市 1 町 

鎌倉市・逗子市・葉山町広域化検討

協議会において、製品プラスチック、

紙おむつ等について処理の一元化の可

能性を検討した。 

○ 

引き続き、鎌倉市・逗子市・

葉山町ごみ処理広域化検討協議

会において、検討を継続する。 
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イ 分別品目の統一化等 

  【施策】 

各市町単独で実施しているごみ処理体制を、将来的に２市１町で実施する体制へと移

行することによって、より効率的なごみ処理を行うことができることから、分別品目の統

一化や２市１町にわたる収集運搬体制について研究します。 

 

【評価基準】 

◎ ２市１町で連携して分別品目の統一化等について研究し、方向性が決定している 

○ ２市１町で連携して分別品目の統一化等について研究している 

△ ２市１町で連携して分別品目の統一化等について情報の交換を実施している 

× 実施できていない 

 

【評価】 

 

 

 

 

 

 

  

  状況・課題 評価 対応策 

２市 1 町 

鎌倉市・逗子市・葉山町広域化検

討協議会において、分別品目の統一

化についての可能性を検討した。 

○ 

引き続き、鎌倉市・逗子市・葉

山町ごみ処理広域化検討協議会に

おいて、検討を継続する。 
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第５章 ごみ処理施設の整備方針の取り組み状況 

  第Ⅰ期（令和２年度（2020 年度）から令和６年度（2024 年度）まで）計画の整備状況

は次のとおりです。 

 

１ 焼却施設、中継施設 

【整備方針】 

焼却施設は、鎌倉市と逗子市の既存施設を利用することとし、次に示すグループで連

携を図り処理を行います。また、葉山町に中継施設を整備します。 

   なお、鎌倉市と逗子市の焼却施設では、それぞれの施設の工事等に伴う休炉時及び緊

急を要する災害時等において相互に連携を図るものとします。 

 

〇鎌倉市         名越クリーンセンター（既存施設） 

              相互連携 

〇逗子市         逗子市環境クリーンセンター（既存施設） 

     

〇葉山町   葉山町クリーンセンター中継施設        

                          ：既存施設 

                          ：新たに整備する施設 

 

 

【評価基準】 

◎ 計画どおり実施している 

○ 実施に向けて準備段階である 

△ 検討はしているが、具体的な実施に至っていない 

× 検討できていない 

 

【評価】 

  状況・課題 評価 対応策 

鎌倉市 

 令和７年１月 25 日に焼却を停止した。焼

却停止後は、バックアップ協定に基づく民間

事業者での処理を中心に、逗子市や近隣自治

体での処理など安定的な処理に努めた。 

◎ 

 名越クリーンセンター稼働停止

後は、令和 10 年度中の稼働を目

指し、中継施設整備を進める必要

がある。 

逗子市 

 平成 30 年度から葉山町の可燃ごみの受け

入れを開始した（平成 29 年度は可燃ごみの

受け入れ処理を試行）。令和７年度からの鎌

倉市の可燃ごみの受け入れに備え、焼却施設

の大規模修繕等を実施した。 

◎ 

 年間焼却量２万ｔの範囲内で円

滑に処理ができるよう適正な維

持・修繕を図っていく。 

葉山町 
 令和７年２月に新施設の整備が完了し、同

年３月から供用開始した。 
◎   
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２ 容器包装プラスチック処理施設 

  【整備方針】 

容器包装プラスチックの処理は、逗子市は直営（既存施設）で処理し、鎌倉市は市内の     

民間事業者に処理を委託し、葉山町は逗子市に処理を委託します。 

  次に示す連携を図り処理を行うこととします。 

 

〇鎌倉市         委託処理 

〇逗子市         逗子市環境クリーンセンター（既存施設） 

    〇葉山町         

 

 

  【評価基準】 

◎ 計画どおり実施している 

○ 実施に向けて準備段階である 

△ 検討はしているが、具体的な実施に至っていない 

× 検討できていない 

 

【評価】 

  状況・課題 評価 対応策 

鎌倉市 
 市内の民間事業者に処理を委託

している。 
◎ 

 民間事業者へ委託し安定的な処理を継

続しつつ、今後、容器包装プラスチック

と製品プラスチックの一体処理の検討を

行う。 

逗子市 

 令和２年度から葉山町の容器包

装プラスチック全量について処理

を受託し、円滑に処理できてい

る。 

◎ 
 今後は製品プラスチックの資源化に向

けて、葉山町と検討を進める。 

葉山町 
 逗子市の施設へ処理の委託を行

っている。 
◎ 

 今後は製品プラスチックの資源化に向

けて、逗子市と検討を進める。 
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３ 生ごみ資源化施設 

  【整備方針】 

 生ごみについては、ゼロ･ウェイストの実現を目指して出来るかぎり減量･資源化を

図るという基本理念や生ごみの減量・資源化を共通の課題として取り組むという基本

方針に基づき、これまでの検討状況を考慮し、次に示す連携を図り施設整備を行い、資

源化を行うこととします。 

なお、鎌倉市の生ごみ資源化施設は、５ｔ未満の施設を先行して整備する予定です。 

 

〇鎌倉市         生ごみ資源化施設 

    〇逗子市 

    〇葉山町         葉山町クリーンセンター（生ごみ資源化施設） 

 

  

 

【評価基準】 

◎ 計画どおり実施している 

○ 実施に向けて準備段階である 

△ 検討はしているが、具体的な実施に至っていない 

× 検討できていない 

 

【評価】 

  状況・課題 評価 対応策 

鎌倉市 

 施設整備候補地周辺の町内会と市

で組織する協議会において、名越中

継施設整備期間中にごみの中継施設

として継続利用していくための協議

を実施し、協定を締結した。 

△ 

 名越中継施設整備後は、生ごみ資源

化施設の整備に向けて、施設周辺町内

会と市で組織する協議会を中心に資源

化手法を含め、協議を進める必要があ

る。 

逗子市 

 指定収集袋の作製、ごみと資源物

の出し方についての冊子「CUZ」の

改訂、市民周知等、生ごみの分別収

集・資源化に向けて準備を進めた

が、生ごみ資源化処理施設の工期延

期により、分別収集の実施を延期し

た。 

○ 

 葉山町の生ごみ資源化処理施設が完

成し、供用が開始された後、葉山町と

の処理の委託に向けた協議等の準備が

整い次第、市民周知、冊子全戸配布、

指定収集袋販売等の準備を進め、生ご

みの分別収集・資源化を実施する。 

葉山町 

 令和７年２月までに生ごみ資源化

処理施設を建設し、同年３月から本

格稼働の予定で進めていたが、社会

情勢の影響により工期が延長となっ

た。 

○ 

 工期延長にはなるが、令和７年７月

には新施設の整備が完了し、同年８月

からは供用開始予定となっている。 

 



 

55 

 

４ ごみ処理の連携 

   【連携の方針】 

 

   【評価】 

     現状は、葉山町での生ごみ資源化施設の整備が遅れており、逗子市との連携が

実施されていません。 

   

○：実施  ×：未実施 

鎌倉市

逗子市 葉山町

生ごみ資源化施設

中継施設
焼却施設

焼却施設

可燃ごみ

可燃ごみ

容器包装
プラスチック

生ごみ

補修・災害時

事業系生ごみ 資源化

容器包装プラスチック
処理施設
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第６章 まとめ 

１ 各施策の実施状況 

各施策の実施状況は、表 6.1 に示すとおりです。 

各施策に対する各市町の実施状況には、進捗状況に差が見られますが、中間評価として 

 は、概ね計画どおり進んでいるものと評価できます。 

  検討段階の施策については、今後、第Ⅱ期(令和７年度(2025年度)から令和11年度(2029

年度)まで)の段階で実施する必要があります。特に、２市１町が連携し進める施策につい

ては、積極的に進める必要があります。 

 

表 6.1 各施策の実施状況のまとめ 

 

 

 

  

 

 

 

＜ごみ減量・資源化施策の取り組み状況＞

鎌倉市 逗子市 葉山町 ２市１町

ア　資源化の推進 △ ○ ○ ―

イ　食品ロスの削減 ◎ ◎ ◎ ―

ウ　家庭用生ごみ処理容器の普及促進 ◎ ◎ ◎ ×

◎ ○ ○ ―

ア　食品リサイクル法に基づく登録再生
　　利用事業者の活用

○ ○ △ ×

イ　食品廃棄物の発生抑制・排出抑制 ◎ ○ ◎ ×

◎ ○ ○ ―

◎ ◎ △ ―

◎ ◎ ◎ ―

○ ○ ○ ―

ア　処理の一元化 ― ― ― ○

イ　分別品目の統一化等 ― ― ― ○

各施策

１　家庭から排出される燃やすごみの減量・資源化施策

（３）ごみ処理経費の縮減

（２）紙類

（２）排出事業者への適正排出の指導等

（３）手数料の見直し

（１）Refuseの周知・啓発

（２）新たな資源化の検討

２　事業所から排出されるごみの減量・資源化施策

３　取り組むべきその他の施策

（１）生ごみ

（１）生ごみの削減
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２ 可燃ごみ総排出量の削減状況 

  令和６年度（2024 年度）の２市１町の各施策実施等に伴う焼却対象の可燃ごみの総量

は、34,637ｔで目標量 36,337ｔを 1,700ｔ下回っており、減量化目標を達しているものと

評価できます。 

しかし、減量化は、鎌倉市の事業系可燃ごみの資源化によるところが大きく寄与してお   

り、家庭系可燃ごみは目標を上回っており、家庭系可燃ごみの減量化が第Ⅱ期(令和７年

度(2025 年度)から令和 11 年度(2029 年度)まで)での課題といえます。逗子市と葉山町の

生ごみの分別資源化が進めば、概ね目標を達成できることが見込まれます。 

 

表 6.2 可燃ごみ総排出量の削減状況 

                                      （ｔ） 

 令和６年度（2024 年度） 

目標量① 実績量（速報値）② 差（②－①） 

家 庭 系 可 燃 ご み 量 24,403 29,197 4,794 

事 業 系 可 燃 ご み 量 11,934 5,440 -6,494 

合 計 量 36,337 34,637 -1,700 

 

 

３ ごみ処理施設の整備及び連携の取り組み状況 

  ごみ処理施設整備の取り組みは、葉山町の生ごみ資源化施設の建設が遅れている状況

ですが、令和７年度（2025 年度）中には稼働が予定されており、計画どおりの進捗とい

えます。 

  また、鎌倉市の生ごみ資源化施設整備は候補地周辺の町内会と市で組織する協議会を

中心に資源化手法を含め協議を進めていく段階です。 

  逗子市既存焼却施設の焼却可能量が年間 20,000t 程度であることを踏まえ、鎌倉市の

可燃ごみの一部を他自治体及び民間事業者で適正に処理するよう安定的なごみ処理体制

を構築し、第Ⅱ期(令和７年度(2025 年度)から令和 11 年度(2029 年度)まで)の計画を推

進していきます。 

 

表 6.3 ごみ処理施設の整備状況のまとめ 

 ＜ごみ処理施設の整備方針の取り組み状況＞ 

ごみ処理施設 鎌倉市 逗子市 葉山町 

１ 焼却施設、中継施設 ◎ ◎ ◎ 

２ 容器包装プラスチック処理施設 ◎ ◎ ◎ 

３ 生ごみ資源化施設 △ ○ ○ 

 


